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ワラ前処 物 酵素糖化効率化のための率理 の

新規酵素とその生産技術の開発酵 生そ

バイオエタノールの製造コストの中で、糖化酵素コストは大きな位置を占めています。そ

こで植物内生菌をスクリーニングし、既存酵素に加えて植物内生菌の生産する酵素を加える

ことによって、既存酵素使用皇を半分にでき、更にC5産生量を大幅に向上することができ

ました。

植物内生菌は、健康な植物内に生息している微生物を指しています。植物内生菌は植物の中に侵入

するため、種々の分解酵素を分泌することが知られています。バイオマスは複雑な分子構造で糖化が

難しいため、セルラーゼだけでは糖化率が容易に向上しません。植物内生菌を探索源とすることで、

複雑な構造体の分解に寄与できる酵素の存在が期待できた。

使用法は、Aグループの稲ワラ前処理法(CaCCO法）を前提として、これを糖化するために既存

の市販酵素群(Aグループの標準化手法）に加えて使用することで、糖化効率の向上を図りました。

2既存酵素力 ’クテル量を1/2にしてもより高い糖化率を達成

植物内生菌を探索し、効果の高い株を4株を選びました。

これらは特にヘミセルロースの分解を得意とする株でした。
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1.植物内生菌のねらい
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最も活性の高かったE12-4CA株は、C6産牛量を維持し、加えてC5産牛量容大幅に増大した。
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